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論 文 の 内 容 の 要 旨

飼料自潜率の向上家畜福祉の視点から放牧が再認織されている｡しかし,飛来昆虫の

媒介による疾時の発生や,放牧牛の発育不振が懸念され,放牧が敬遠されている｡これら

の昆虫は疾病の媒介者としての間接的影響だけでなく･,特にアブ,ハエ類の牛体への付着

による行動.の撹乱や心理的ストレスといった直接的な影響もあると考えられる｡飛革昆虫
による放牧牛のストレスを少しでも軽減させ,放牧を積極的に準用するためには,飛来昆

虫が放牧牛の生活に及ぼす直接的な影響を明確にする必要がある｡そこで,飛来昆虫が放

牧牛の生理生態に及ぼす影響を明らかにしようとしたのが本学位論文である｡

数日格楽論文は玉章からなっており,第一章(序論)で札飛来昆虫は疾病の媒介者と

してのみならず各種の身繕い行動を誘発させるが,飛来昆虫が及ぼす行動的および生理的

な影響を定量的に示した研究がないことなど,本研究の背景や意義について述べている｡

夢二章では,飛来昆虫数と身繕い行動との関係.を肉服観察で連続記録し,身繕い行動は

飛来昆虫数に伴って変化し,また総身繕い行動のうち尻尾振りが50.6～65.5%を占め,尻

尾振りは,飛来昆虫数を把握する良い指標となりうることを明らかにしている｡さらに,

身繕い行動回数は個体間差が極めて大きいことを示唆している｡次に,多大な労力を要し

た身繕い行動の定量化の省力化を目的に,尻尾振りを24時間連続記録する携帯型の自動計

測システムを開発し,その測定精度を調べている｡この計渕システムの計測値と肉眼観察

値との差が･8.6%であったことから,一定の補正を加えることにより,この計測システム

による放牧牛の尻尾振り回数の定量化が可能であることを明らかにしている9､さらに,同

一環境下で飼育管理された牛群において,ウシに飛来した昆虫数および飛来昆虫に対する
身繕い行動を調査した結見それぞれにおいて個体差が存在した`ことJまた身繕い行動回
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数は調査牛の気質評点の違いにより有意に異なり,神経質なウシほど顔繁に身繕いを行っ

ていたことを明らかにしている｡加えて,飛来昆虫が多く付着しているにもかかわらず,

身繕い行動の発現が少なかった個体も存在し,ウシにおいて飛来昆虫に対する反応性の違

いについて考察している｡

第三章では,第二章で開発した褒置などを用いて,放牧牛の顎運軌歩数,尻尾振り回･

数を24時間連続記録し,飛来昆虫との関係を調べている｡その結果,飛来昆虫が放牧牛の

維持行動(食亀休息行動)を撹乱させていることを示唆している｡そこで,これらの関係

を詳細に調べるため,飛来卑虫が放牧牛の食草行動および横臥休息行動に及ぼす影響を動

物用昆虫忌避剤散布群と非散布群七比較している｡散布群では森来昆虫がほとんど牛体に

付着せず,食草行動および横臥休息行動の実行が安定的であったこと,非散布群では飛来

昆虫に対する身繕い行動が多発し,放牧牛は頻繁に食草場所を変え,フィーディングステ

ーションあたりのバイト数が有意に減少したことを明らかにしている｡■また,非散布群に
おける横臥休息行動の1回あたりの持続時間も減少し,さらに放牧中の食草行動および横

臥休息行動の総時間は散布群より非散布群の方が有意に短かったことを示している｡これ

らの結果から,夏季飛来昆虫は放牧地における大きなストレッサーとなっており,その結

見放牧牛の維持行動の安定的実行は保障されないことを明らかにしている｡加えて,飛
来昆虫がウシの心拍数に及ぼす影響を動物用忌避剤の散布群と非散布群で比較する実験を

行い,忌避剤散布により,身繕い行動は有意に減少し,また心拍数も有意に減少すること

を明らかにし,放牧牛にとって飛来昆虫は心理的ストレス刺激にもなっていることを示し

ている｡

第四章では,本研究の実験地における放牧牛へ飛来する昆虫の出現種の同定と飛来昆虫

数の季節消長と･日周消長を調べている｡'その結見アブ類はわずか5種のみであ.り∴他地

域に比べ極めて単純な種構成であったこと,また,ハエ類はイエバ羊科が4種同定された

が,他地域と比べ刺嘆性,非刺嘆性の割合は大きく異なり,刺嘆性類は少なかったこと,
さらにハエ類は早の出とともに発生し,気温の上昇に伴って,その飛来数は増加し,.日没

後に終息したことを明らかにしている｡また,尻尾振りは,夜間ではカ類,早朝はプユ類,

日中は主にハエ類により起因していたことを示している｡

最後に第玉章で札飛来昆虫と身繕い行動との関係,飛来昆虫と維持行動との関係につ

いて総合考察を行っている｡

以上の成果吼飛来昆虫は放牧牛の維持行動を揉乱するとともに,!心理的ストレス刺激

ともなっており,飛来昆虫が多く発生する夏季において,放牧牛の安定した生活は保障さ

れないことを示唆するものである｡

審 査 結 果 の 要 旨

これまで,飛来昆虫数と放牧牛の各種の身繕い行動,食草行動,休息行動さらに生理

的指標としての心拍数との関係を轟細に研究した報告はない｡そこで数日格楽論文は,
これらの関係を定量的に明らかにし,飛来昆虫が放牧牛の生理生態に及ぼす影響を示し

ている｡

数日格楽論文の内容は以下のように要約される｡

1)飛来昆虫数と身繕い行動との関係を肉眼観察で連続記録し,尻尾振り回数が飛来
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昆虫数を把握する良い指標となりうることを明らかにしている｡次に,･身繕い行動の定
量化に多大な労力を要したので,尻尾振りを24時間連続記録する携帯型自動計測システ

ムをはじあて開発し,この計測システムによる放牧牛の尻尾振り回琴の定量化が可能で
あることを明らかにしている｡さらに,.同一環境下で飼育管理された牛群において,ウ

シに飛来した昆虫数および飛来昆虫に対する身繕い行動を調査した結果,･それぞれにお

いて個体差が存在すること,また身繕い行動回数は調査牛の気質評点の違いにより有意

に異なり.,神経質なウシほど頻繁に身繕い挙行っていることを明らかにしている｡

2)本研究で関東した装置などを用いて,放牧牛の顎運軌歩数,尻尾振り回数を24
時間連続記録し,飛来昆虫とこれらの関係を調べている｡その結見飛来昆虫が放牧牛

の維持行動(食草,休息行動)を撹乱させていることを示唆している｡tさらに,飛来昆虫

が食草行動および横臥休息行動に及ぼす影響を動物用昆虫忌避剤散布群と非散布群で比
較している｡･散布群では飛来昆虫がほとんど牛体に付着せず,食草行動および横臥休息

行動は安定的であること,非散布群では飛来昆虫に対する身繕い行動が多発し,■放牧牛

は頻繁に食草場所を変え,フィーディングステーションあたりのバイト数が有意に減少

することを明らかにしている｡また,非散布群における横臥休息行動の1回あたりの持

続時間も減少し,さらに食草行動および横臥休息行動の総時間は散布群より非散布群の

方が有意に短いことを示している｡加えて,飛来昆虫がウシの心拍数に及ぼす影響を動

物用忌避剤の散布群と非散布群で比較する実験を行い,▲忌避剤散布により,身繕い行動

は有意に減少し,心拍数も有意に減少することを明らかにし,放牧牛にとって飛来昆虫

は心理的ストレス刺激にもなっていることを示唆している｡

3)本研究め実験地における放牧牛に飛来する昆虫の出現種の同定と飛来昆虫数の季

節消長と日周消長を調べ,放牧牛の身繕い行動との関係を考察している｡その結果,尻
尾振りは,夜間ではカ類,･早朝はブユ類,日中は主にハエ類により起因していることを

示｢している｡

以上のように本論文では,まず､飛来昆虫と各種身縛い行動出現回数との関係を実態
的に明らかにし,そこで得られた仮説を基にフィールド研究において,検証実験を行っ

ている｡その結果,飛来昆虫は放牧牛の食草行動や休息行軌心拍数に大きな影響を及
ぼすこ七を定量的に明らかにしているこ これら知見吼放牧管理を実施する上で,重要

な指針になりうると評価される｡また,家畜行動学分野で検討され始めている行動の個

体差たも着目してい卑｡さらに,開発した尻尾振り回数の自動計測システムは今後の衛
生害虫の影響を調査研究する上で有効な装置として注目に催するものとして評価される｡

上述した論文成果と,･以下のとおり基礎となる論文が整っていることから,審査員全

員一致で本論文が岐阜大学大学院連合農学研究科における博士(農学)の学位鎗文に催

するものと認めた｡

[学位論文の基礎となる学術論文]
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